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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　　筒状で、かつ網目がカプセル型医療装置を回収可能な大きさに形成された筒状ネッ
ト体と、
　　　前記筒状ネット体の一端から長手方向に対向して設けられる所定長のスリットと、
　　　前記筒状ネット体の他端に締結され、該筒状ネット体を袋形状に形成する締結部材
と、
　　　を備えることを特徴とするカプセル型医療装置回収装置。
【請求項２】
　　　前記カプセル型医療装置回収装置は、
　　　前記筒状ネット体の一端に対向して設けられる取っ手部材を、
　　　さらに備えることを特徴とする請求項１に記載のカプセル型医療装置回収装置。
【請求項３】
　　　前記筒状ネット体は、
　　　前記スリットで前記筒状ネット体を開口可能に形成させる一対の耳部材を備え、
　　　前記各耳部材を便器と便座間で挟持して、前記筒状ネット体を保持可能な構成とす
ることを特徴とする請求項１に記載のカプセル型医療装置回収装置。
【請求項４】
　　　前記各耳部材の端部に対向して設けられる取っ手部材をさらに備えることを特徴と
する請求項３に記載のカプセル型医療装置回収装置。
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【請求項５】
　　　前記筒状ネット体は、平面部と折り返し部を有する平たい筒状に形成され、
　　　前記スリットは、平面部の一端の略中央付近から長手方向に切り欠くように形成さ
れることを特徴とする請求項１～４のいずれか一つに記載のカプセル型医療装置回収装置
。
【請求項６】
　　　筒状で、かつ網目がカプセル型医療装置を回収可能な大きさに形成された筒状ネッ
ト体と、前記筒状ネット体の一端から長手方向に対向して設けられる所定長のスリットと
、前記筒状ネット体の他端に締結され、該筒状ネット体を袋形状に形成する締結部材と、
を有するカプセル型医療装置回収装置と、
　　　前記カプセル型医療装置回収装置を収容する回収用袋と、
　　　を備えることを特徴とするカプセル型医療装置回収キット。
【請求項７】
　　　前記カプセル型医療装置回収キットは、
　　　前記カプセル型医療装置回収装置によって回収された前記カプセル型医療装置を収
容する収容袋を、
　　　さらに備えることを特徴とする請求項６に記載のカプセル型医療装置回収キット。
【請求項８】
　　　前記カプセル型医療装置回収装置は、
　　　前記筒状ネット体の一端に対向して設けられる取っ手部材を、
　　　さらに備えることを特徴とする請求項６または７に記載のカプセル型医療装置回収
キット。
【請求項９】
　　　前記筒状ネット体は、
　　　前記スリットで前記筒状ネット体を開口可能に形成させる一対の耳部材を備え、
　　　前記各耳部材を便器と便座間で挟持して、前記筒状ネット体を保持可能な構成とす
ることを特徴とする請求項６又は７に記載のカプセル型医療装置回収キット。
【請求項１０】
　　　前記各耳部材の端部に対向して設けられる取っ手部材をさらに備えることを特徴と
する請求項９に記載のカプセル型医療装置回収キット。
【請求項１１】
　　　前記筒状ネット体は、平面部と折り返し部を有する平たい筒状に形成され、
　　　前記スリットは、平面部の一端の略中央付近から長手方向に切り欠くように形成さ
れることを特徴とする請求項６～１０のいずれか一つに記載のカプセル型医療装置回収キ
ット。
【請求項１２】
　　　前記回収用袋は、前記カプセル型医療装置回収装置を挿入可能に形成される円筒形
状のスリーブ部材、前記カプセル型医療装置の回収作業用の手袋、およびマスクのうちの
少なくとも一つをさらに収容することを特徴とする請求項６～１１のいずれか一つに記載
のカプセル型医療装置回収キット。
【請求項１３】
　　　排泄物とともに体内から排出されたカプセル型医療装置を回収するカプセル型医療
装置回収装置であって、
　　　前記カプセル型医療装置を回収可能であり且つ前記体内からの排泄物を除去可能な
大きさの網目を有し、前記体内から排出された排泄物を除去するとともに該排泄物から前
記カプセル型医療装置を分離して、前記カプセル型医療装置を回収するネット状部と、
　　　便器と便座とに挟まれて固定され、前記便器の内部に前記ネット状部を広げて配置
する耳部材と、
　　　を備えることを特徴とするカプセル型医療装置回収装置。
【請求項１４】
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　　　前記耳部材の端部に設けられ、前記便器の内部から前記耳部材とともに前記ネット
状部を取り出し可能な取っ手部材をさらに備えることを特徴とする請求項１３に記載のカ
プセル型医療装置回収装置。
【請求項１５】
　　　カプセル型医療装置を回収可能であり且つ排泄物を除去可能な大きさの網目を有し
、体内から排出された前記カプセル型医療装置を排泄物から分離して回収するカプセル型
医療装置回収装置と、
　　　前記カプセル型医療装置回収装置によって回収された前記カプセル型医療装置を収
容する収容袋と、
　　　少なくとも前記カプセル型医療装置の回収方法の説明書を収容するキット袋と、
　　　を備えることを特徴とするカプセル型医療装置回収キット。
【請求項１６】
　　　前記カプセル型医療装置の回収作業に用いた前記カプセル型医療装置回収装置を含
む汚れ物を収容する回収用袋をさらに備え、
　　　前記回収用袋は、内部に収容した前記汚れ物を外部から目視できないように不透明
に形成されることを特徴とする請求項１５に記載のカプセル型医療装置回収キット。
【請求項１７】
　　　前記回収用袋は、アルミ蒸着によって不透明に形成されることを特徴とする請求項
１６に記載のカプセル型医療装置回収キット。
【請求項１８】
　　　前記回収用袋は、前記汚れ物を収容する開口部を閉塞するチャック部を備えること
を特徴とする請求項１６または１７に記載のカプセル型医療装置回収キット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被検体内に導入された被検体内導入装置、たとえば飲み込み型のカプセル型
医療装置（カプセル型内視鏡）を回収するカプセル型医療装置回収装置およびカプセル型
医療装置回収キットに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、内視鏡の分野では、撮像機能と無線通信機能とが装備されたカプセル型内視鏡が
登場している。このカプセル型内視鏡は、観察（検査）のために被検体である被検者の口
から飲み込まれた後、被検者の生体から自然排出されるまでの観察期間、たとえば胃、小
腸などの臓器の内部（体腔内）をその蠕動運動に伴って移動し、撮像機能を用いて順次撮
像する構成を有する。
【０００３】
　また、これら臓器内を移動するこの観察期間、カプセル型内視鏡によって体腔内で撮像
された画像データは、順次Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈなどの無線通信機能により、被検体の外部
に送信され、外部の受信装置内に設けられたメモリに蓄積される。被検者がこの無線通信
機能とメモリ機能を備えた受信装置を携帯することにより、被検者は、カプセル型内視鏡
を飲み込んだ後、排出されるまでの観察期間であっても、不自由を被ることなく自由に行
動が可能になる。観察後は、医者もしくは看護士によって、受信装置のメモリに蓄積され
た画像データに基づいて、体腔内の画像をディスプレイなどの表示手段に表示させて診断
を行うことができる。
【０００４】
　一般に、受信装置は、カプセル型内視鏡から送信される映像信号を受信するための複数
のアンテナ素子を被検体外部に分散配置し、映像信号の受信誤りが少ない１つのアンテナ
素子を選択切り替えして受信するようにしている。なお、特許文献１には、接着剤を有す
るアンテナ素子を被検体上の所定部位に接着することで被検体外部に配置し、これら複数
のアンテナ素子の受信切り替えを行い、各アンテナ素子が受信する電界強度に基づいて、
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映像信号の発信源である被検体内のカプセル型内視鏡の位置を探知する受信機が記載され
ている。通常、アンテナ素子は、アンテナ本体と、このアンテナ本体と接着されて電気的
に接続される同軸ケーブルとから構成されている。
【０００５】
【特許文献１】特開２００３－１９１１１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、近年では、たとえば体液を抽出したり、臓器内のペーハー（ｐＨ）を検
出するカプセル型内視鏡が考案されている。このようなカプセル型内視鏡では、検査が終
了し被検体の外部に排出された後に回収して、その結果を観察しなければならない。とこ
ろが、従来では、排出されたカプセル型内視鏡をどのように回収したらよいかという課題
を解決した具体的な回収装置が提供されていなかった。
【０００７】
　本発明は、上記問題に鑑みてなされたものであって、被検体から外部に排出されたカプ
セル型医療装置を容易に回収することができるカプセル型医療装置回収装置およびカプセ
ル型医療装置回収キットを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明にかかるカプセル型医療装置回
収装置は、筒状で、かつ網目がカプセル型医療装置を回収可能な大きさに形成された筒状
ネット体と、前記筒状ネット体の一端から長手方向に対向して設けられる所定長のスリッ
トと、前記筒状ネット体の他端に締結され、該筒状ネット体を袋形状に形成する締結部材
と、を備えることを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明にかかるカプセル型医療装置回収装置は、上記発明において、前記筒状ネ
ット体の一端に対向して設けられる取っ手部材を、さらに備えることを特徴とする。
【００１０】
　また、本発明にかかるカプセル型医療装置回収装置は、上記発明において、前記筒状ネ
ット体は、前記スリットで前記筒状ネット体を開口可能に形成させる一対の耳部材を備え
、前記各耳部材を便器と便座間で挟持して、前記筒状ネット体を保持可能な構成とするこ
とを特徴とする。
【００１１】
　また、本発明にかかるカプセル型医療装置回収装置は、上記発明において、前記筒状ネ
ット体は、平面部と折り返し部を有する平たい筒状に形成され、前記スリットは、平面部
の一端の略中央付近から長手方向に切り欠くように形成されることを特徴とする。
【００１２】
　また、本発明にかかるカプセル型医療装置回収装置は、上記発明において、前記取っ手
部材は、前記各耳部材の端部に設けられることを特徴とする。
【００１３】
　また、本発明にかかるカプセル型医療装置回収キットは、筒状で、かつ網目がカプセル
型医療装置を回収可能な大きさに形成された筒状ネット体と、前記筒状ネット体の一端か
ら長手方向に対向して設けられる所定長のスリットと、前記筒状ネット体の他端に締結さ
れ、該筒状ネット体を袋形状に形成する締結部材と、を有するカプセル型医療装置回収装
置と、内部に前記カプセル型医療装置回収装置を挿入可能に形成される円筒形状のスリー
ブ部材と、前記カプセル型医療装置回収作業用の手袋およびマスクと、前記カプセル型医
療装置回収装置と前記スリーブ部材と前記手袋およびマスクとを収容する回収用袋と、を
備えることを特徴とする。
【００１４】
　また、本発明にかかるカプセル型医療装置回収キットは、上記発明において、前記カプ
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セル型医療装置回収装置によって回収された前記カプセル型医療装置を収容する収容袋を
、さらに備えることを特徴とする。
【００１５】
　また、本発明にかかるカプセル型医療装置回収キットは、上記発明において、前記カプ
セル型医療装置回収装置は、前記筒状ネット体の一端に対向して設けられる取っ手部材を
、さらに備えることを特徴とする。
【００１６】
　また、本発明にかかるカプセル型医療装置回収キットは、上記発明において、前記筒状
ネット体は、前記スリットで前記筒状ネット体を開口可能に形成させる一対の耳部材を備
え、前記各耳部材を便器と便座間で挟持して、前記筒状ネット体を保持可能な構成とする
ことを特徴とする。
【００１７】
　また、本発明にかかるカプセル型医療装置回収キットは、上記発明において、前記筒状
ネット体は、平面部と折り返し部を有する平たい筒状に形成され、前記スリットは、平面
部の一端の略中央付近から長手方向に切り欠くように形成されることを特徴とする。
【００１８】
　また、本発明にかかるカプセル型医療装置回収キットは、上記発明において、前記取っ
手部材は、前記各耳部材の端部に設けられることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明にかかるカプセル型医療装置回収装置は、網目がカプセル型医療装置を回収可能
に形成された筒状ネット体と、スリットと、締結部材と、取っ手部材とを備え、前記筒状
ネット体の他端を締結部材で締結して筒状ネット体を袋形状に形成し、前記筒状ネット体
を便器と便座間に挟持させて設置することで、被検体から外部に排出されたカプセル型医
療装置を容易に回収することができるという効果を奏する。
【００２０】
　本発明にかかるカプセル型医療装置回収キットは、締結部材で筒状ネット体を袋形状に
形成してなるカプセル型医療装置回収装置を便器に設置して、被検体から排出された排泄
物とともにカプセル型医療装置を前記筒状ネット体で収容することで、被検体から外部に
排出されたカプセル型医療装置を容易に回収することができ、かつ回収作業用の手袋およ
びマスクを使用して、前記筒状ネット体を、筒形状のスリーブ部材内に挿入し、被検体が
スリーブ部材を介して筒状ネット体をほぐし、前記カプセル型医療装置の確認および取り
出しを容易に行うことができるという効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　以下に、本発明にかかるカプセル型医療装置回収装置およびカプセル型医療装置回収キ
ットの実施の形態を図１～図２２の図面に基づいて詳細に説明する。なお、本発明は、こ
れらの実施の形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲で種々の変
更実施の形態が可能である。
【００２２】
（実施の形態１）
　図１は、本発明にかかるカプセル型医療装置回収キットを備えた無線型被検体内情報取
得システムの全体構成を示す模式図である。図１において、無線型被検体内情報取得シス
テムは、無線受信機能を有する受信装置２と、被検体１内に導入され、体腔内画像を撮像
して受信装置２に対して映像信号などのデータ送信を行うカプセル型内視鏡（カプセル型
医療装置）３とを備える。また、無線型被検体内情報取得システムは、受信装置２が受信
した映像信号に基づいて体腔内画像を表示する表示装置４と、受信装置２と表示装置４と
の間でデータの受け渡しを行うための携帯型記録媒体５とを備える。さらに、無線型被検
体内情報取得システムは、検査終了後に被検体１の外部に排出されるカプセル型内視鏡３
を回収するカプセル型医療装置回収キット６を備える。
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【００２３】
　この受信装置２は、被検体１によって着用可能な形状を有し、受信用アンテナＡ１～Ａ
ｎを備えた受信ジャケット２ａと、受信ジャケット２ａを介して受信された無線信号の処
理などを行う外部装置２ｂとを備え、いずれも被検体１に携帯される。なお、各受信用ア
ンテナＡ１～Ａｎは、直接被検体１の外表面に貼付して、受信ジャケット２ａに備え付け
られなくてもよく、また受信ジャケット２ａに着脱可能なものでもよい。
【００２４】
　カプセル型内視鏡３は、図示しない略半球状のドーム形状の先端カバーと、円筒形状の
胴部と略半球状のドーム形状の後端部を一体に形成した胴部カバーと、胴部カバーに収容
される機能実行手段とを備え、先端カバーの接合部と胴部カバーの接合部とを接合させて
、被検者が飲み込み可能な大きさに形成されたカプセル形状の医療装置で、内部が液密に
封止されている。このカプセル型内視鏡３は、たとえばボタン型乾電池などの電池を内蔵
し、この電池から電力を供給することによって、照明機能、撮像機能、無線機能および体
液抽出機能やｐＨ検出機能などの予め設定された所定の機能を実行する機能実行手段を駆
動させるとともに、体腔内画像の撮像および受信装置２に対する映像信号などのデータ送
信を行う。
【００２５】
　表示装置４は、カプセル型内視鏡３によって撮像された体腔内画像などを表示するため
のものであり、携帯型記録媒体５によって得られるデータに基づいて画像表示を行うワー
クステーションなどのような構成を有する。具体的には、表示装置４は、ＣＲＴディスプ
レイ、液晶ディスプレイなどによって直接画像を表示する構成としても良いし、プリンタ
などのように、他の媒体に画像を出力する構成としても良い。
【００２６】
　携帯型記録媒体５は、外部装置２ｂおよび表示装置４に対して着脱可能であって、両者
に対して挿着された時に情報の出力または記録が可能な構造を有する。この実施の形態で
は、携帯型記録媒体５は、カプセル型内視鏡３が被検体１の体腔内を移動している間は、
外部装置２ｂに挿着されてカプセル型内視鏡３から送信されるデータを記録する。そして
、カプセル型内視鏡３が被検体１から排出された後、つまり、被検体１の内部の撮像が終
了した後には、外部装置２ｂから取り出されて表示装置４に挿着され、この表示装置４に
よって、携帯型記録媒体５に記録されたデータが読み出される構成を有する。たとえば、
外部装置２ｂと表示装置４とのデータの受け渡しを、コンパクトフラッシュ（登録商標）
メモリなどから構成される携帯型記録媒体５によって行うことで、外部装置２ｂと表示装
置４との間が有線で直接接続された場合よりも、被検体１が体腔内の撮影中に自由に動作
することが可能となる。なお、ここでは、外部装置２ｂと表示装置４との間のデータの受
け渡しに携帯型記録媒体５を使用したが、必ずしもこれに限らず、たとえば外部装置２ｂ
に内蔵型の他の記録装置、たとえばハードディスクを用い、表示装置４との間のデータの
受け渡しのために、双方を有線または無線接続するように構成してもよい。
【００２７】
　図２～図１１は、カプセル型医療装置回収キットの各構成要素を示す斜視図であり、そ
のうち図２、図３は、筒状ネット体を、図４は、カプセル型医療装置回収装置を、図５は
、スリーブ部材を、図６は、手袋を、図７は、マスクを、図８は、回収用袋を、図９は、
説明書と、図１０は、収容袋を、図１１は、回収用袋を収容するキット袋を、それぞれ示
す斜視図である。
【００２８】
　図２～図１１において、カプセル型医療装置回収キット６は、筒状ネット体６１ａを本
体として構成されるカプセル型医療装置回収装置６１と、カプセル型医療装置回収装置６
１を内部に挿入するスリーブ部材６２と、回収作業用の手袋６３と、回収作業用のマスク
６４と、回収キット６の各構成要素を収容する回収用袋６５とから構成されている。また
、カプセル型医療装置回収キット６は、この他に回収作業の手順を記述した説明書６６と
、カプセル型内視鏡を収容する収容袋６７と、回収用袋６５を収容するキット袋６８とを
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備えることもできる。カプセル型医療装置回収キット６のこれら構成部分は、たとえば可
撓性を有して、折りたたみやコンパクトな包装が可能な素材で形成されるのが好ましい。
【００２９】
　筒状ネット体６１ａは、延伸成形で形成された延伸糸条を織編成したネット状織布（棒
状ネット体）、または樹脂一体押出成形で形成された棒状ネット体を、２次加工としてア
ニール加工を行なって得られたネット状織布（筒状ネット体）を用いる。この実施の形態
にかかる筒状ネット体６１ａは、図２に示すように、互いに対向する平面部６１ｂ，６１
ｂと折り返し部６１ｃ，６１ｃを有する平たい筒状に形成されている。また、筒状ネット
体６１ａは、平面部６１ｂ，６１ｂの一端（図２中の長手方向上側の端部）の略中央付近
からＶ字形状のスリット６１ｄ，６１ｄが長手方向に所定長、この筒状ネット体６１ａの
長さの半分程度の長さで設けられている。この実施の形態では、スリット６１ｄ，６１ｄ
で筒状ネット体６１ａの一端を開口した時に、一対の耳部材６１ａ１，６１ａ１が形成さ
れるとともに、たとえばウォシュレットを装備した便器にカプセル型医療装置回収装置６
１を設置する場合に、便器後方（貯水タンク側）から進退動作するウォシュレットの吐水
用ノズルが、開口時にこのＶ字形状のスリット６１ｄ，６１ｄで形成されるＶ字の切り欠
き空間内を移動し、これによって筒状ネット体６１ａと吐水用ノズルの接触を回避可能に
し、吐水用ノズルの破損や故障などを防ぐことができる。
【００３０】
　この筒状ネット体６１ａは、図３に示すように、この折り返し部６１ｃが平面部の略中
央付近になるように伸張し、かつスリット６１ｄの長手方向の延長線上が折り返し部にな
るように変形される。この変形された状態で、他端（図３中の長手方向下側の端部）を、
たとえば変形後の折り返し部から九十九折りにして、図４に示すように、その部分を締結
部材としてのインシュロック（結束バンド）６１ｅで締結して、筒状ネット体６１ａを袋
形状に形成することで、カプセル型医療装置回収装置６１を構成している。このように変
形した状態で筒状ネット体６１ａを袋形状に形成すると、折り返し部６１ｃの折り返し跡
などの影響で、内部に空間が生じた袋形状に筒状ネット体６１ａを形成することができる
。
【００３１】
　なお、この変形加工は、機械的な加工工程で行うことが可能である。さらに、この筒状
ネット体６１ａに、たとえば型などを用いて帽子ぐせをつければ、さらにネット体内部に
空間が生じた袋形状を維持することが容易となって好ましい。
【００３２】
　また、このカプセル型医療装置回収装置６１は、耳部材６１ａ１，６１ａ１の端部（図
４中の長手方向上側の端部）にそれぞれ設けられた取っ手部材６１ｆ，６１ｆを備える。
この取っ手部材６１ｆ，６１ｆは、たとえば一般的な紙袋用の取っ手部材で構成され、ポ
リエチレン素材のヒンジパッチン構造からなる。この取っ手部材６１ｆは、両端にタグ６
１ｆ１，６１ｆ１を備え、このタグ６１ｆ１，６１ｆ１を耳部材６１ａ１の２点の網目に
係止させることで、湾曲したアーチ形状の取っ手を形成させている。なお、この筒状ネッ
ト体６１ａは、たとえばポリエチレン素材のネットから形成され、このネットの網目は、
カプセル型内視鏡３を回収可能で、かつその他の被検体１からの排泄物を除去可能な大き
さに形成されている。
【００３３】
　なお、この筒状ネット体は、たとえば紐を編んだネットやポリプロピレンフィルムによ
る三角コーナー用ネットを用いることも可能であり、編み方としては、たとえばシームレ
スストッキングのように丸編の編成で筒状に形成することも可能である。また、この筒状
ネット体は、ポリエチレンフィルムに円形孔を無数に穿孔した構成のものを用いても良い
。また、締結部分は、インシュロックの代わりに、熱溶着や接着によって締結しても良い
。さらに、この筒状ネット体と取っ手部材とを一体成形にて製造することも可能である。
【００３４】
　スリーブ部材６２は、図５に示すように、内部に筒状ネット体６１ａを挿入可能なよう
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に、中空の円筒形状に形成されている。このスリーブ部材６２は、可撓性のある、たとえ
ばポリエチレン素材から形成されており、挿入された筒状ネット体６１ａを外部から手を
汚すことなく、揉みほぐす作業が容易に行える構造になっている。なお、このスリーブ部
材は、紙製の紙筒やプラスチックのリングで構成することも可能である。
【００３５】
　回収作業用の手袋６３およびマスク６４は、汚れや悪臭に対応して設けられた簡易式の
たとえばポリエチレン素材で形成されている。なお、これら手袋６３およびマスク６４は
、カプセル型内視鏡３の回収作業が終了後に、使い捨て可能なものでも良い。
【００３６】
　回収用袋６５は、カプセル型内視鏡３の回収作業が終了後に、カプセル型医療装置回収
装置６１、スリーブ部材６２、手袋６３、マスク６４およびその他の汚れ物（たとえば使
用したティッシュペーパーなど）を収容するための袋である。この回収用袋６５は、たと
えばナイロン・ポリエチレンラミネート素材で形成されており、たとえばラミジップアル
ミのようにアルミ蒸着で内部が透けないように形成され、下部には底面６５ａが設けられ
ている。この底面６５ａは、使用前は２つに折られた状態で閉じられており、袋を広げる
と、折れ目が伸びて底面として機能して、回収用袋６５を起立状態に保持することを可能
にしている。また、回収用袋６５の上端開口部には、チャック６５ｂが設けられ、汚れ物
の収容後に開口部の閉塞およびこの閉塞状態の保持を可能にしていて、悪臭の発生を防止
するとともに、汚れ物などの目視が不可能な状態にすることで、被検者の機密保持などを
図ることができる。
【００３７】
　収容袋６７は、図１０に示すように、カプセル型医療装置回収装置６１で回収されたカ
プセル型内視鏡３を収容するための袋で、表面に被検者の名前などを記入することができ
る記入欄６７ａを具備している。そして、図１１に示すように、カプセル型内視鏡３を収
容袋６７に収容した後に、上端開口部に設けたチャック６７ｂを閉じることで、回収した
カプセル型内視鏡３の紛失を防止している。なお、回収したカプセル型内視鏡３は、カプ
セル型医療装置回収装置６１内に保持された状態で、回収用袋６５に収容することも可能
である。また、この収容袋６７は、回収用袋６５内には収容せずに、たとえばカプセル型
内視鏡３が収容された収容袋６７のみをまとめて保管する専用のトレイなどに保管するこ
とも可能である。
【００３８】
　キット袋６８は、図１２に示すように、回収用袋６５を収容するためのもので、上端開
口部に粘着剤６８ａを塗布したポリエチレン素材で構成されている。このキット袋６８に
回収用袋６５を収容することにより、更なる清潔感が得られる。キット袋６８は、回収キ
ット６の各構成要素を未使用の状態でまとめる包装用の袋を兼ねることができる。
【００３９】
　次に、カプセル型内視鏡３の回収作業の手順を図１３～図２２の図面に基づいて説明す
る。まず、図１３において、便器７の蓋７０を開け、さらに便座７１を上げる。次に、図
１４に示すように、カプセル型医療装置回収装置６１の筒状ネット体６１ａを広げて、Ｖ
字形状のスリット６１ｄ，６１ｄが便器７の前後に配置されるように、耳部材６１ａ１，
６１ａ１を便器７の上に設置する。そして、便座を下げて、便器７と便座７１の下面に設
けられたストッパ７２とで耳部材６１ａ１，６１ａ１を挟んで、カプセル型医療装置回収
装置６１を固定して（図１５参照）、被検者によるカプセル型内視鏡３の排出動作を可能
にする。
【００４０】
　被検者による排出動作の終了後には、便座７１を上げてカプセル型医療装置回収装置６
１の固定状態を解除し（図１６参照）、被検者が手袋６３をした手で、取っ手部材６１ｆ
を持って、筒状ネット体６１ａを便器７内の水につけたまま、たとえば１０回程度上下左
右に揺らして排泄物を取り除く（図１７参照）。なお、使用したティッシュペーパーなど
が存在する場合には、予め広げられて起立状態に保持されている回収用袋６５内に収容し
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ておく。被検者による排出終了後、すぐにティッシュペーパーを便器７内に捨てて水を流
すと、筒状ネット体６１ａにこのティッシュペーパーが絡まることがあり、カプセル型内
視鏡３の確認に手間どるためである。このような注意は、説明書６６に記述しておくのが
好ましい。
【００４１】
　この水流による排泄物の洗い流しの際に、排泄物の硬さによっては、良好に排泄物を取
り除くことができずに筒状ネット体６１ａの底部内などに残る可能性がある。そこで、図
１８に示すように、手袋６３をはめた一方の手を、スリーブ部材６２内に通して取っ手部
材６１ｆをつまみ、手袋６３をはめた他方の手でスリーブ部材６２を握り、一方の手で取
っ手部材６１ｆを便器７から引っ張り上げて、筒状ネット体６１ａをスリーブ部材６２内
に挿入させる。そして、他方の手で筒状ネット体６１の底部などをスリーブ部材６２を介
して揉むようにほぐして、残りの排泄物を取り除く（図１９参照）。
【００４２】
　この動作によって、排泄物は筒状ネット体６１ａから取り除かれ、排泄物とともに排出
されたカプセル型内視鏡３のみが筒状ネット体６１ａの底部内に取り残された状態となる
（図２０参照）。次に、この回収作業によって使用されたカプセル型医療装置回収装置６
１（カプセル型内視鏡３を含む）、スリーブ部材６２、手袋６３およびマスク６４を回収
用袋６５内に収容させて（図２１参照）、チャック６５ｂを閉じてキット袋６８に収容す
る（図２２参照）。そして、キット袋６８のチャック６８ａを閉じて、キット袋を密閉す
る。なお、回収されたカプセル型内視鏡３は、カプセル型医療装置回収装置６１から取り
出して収容袋６７に収容して専用のトレイなどに別に保管することも可能である。この際
には、収容袋６７の記入欄に被検者の氏名などを記入して、被検体の特定を容易にする。
【００４３】
　このように、この実施の形態にかかるカプセル型医療装置回収装置は、底部をインシュ
ロックで締結して袋形状に形成されるとともに、網目がカプセル型医療装置を回収可能に
形成される筒状ネット体を備え、この筒状ネット体を便器と便座間に挟持させて設置する
ので、被検体から外部に排出されたカプセル型医療装置を容易に回収することができる。
【００４４】
　また、この実施の形態では、筒状ネット体は、平面部と折り返し部を有する平たい筒状
に形成され、スリットは、平面部の一端の略中央付近から長手方向に切り欠くように形成
されたものを、前記折り返し部が平面部の略中央付近になるように伸ばし、かつ前記スリ
ットの長手方向の延長線上に折り返し部がなるように、筒状ネット体を変形し、端部を九
十九折りすることで、筒状ネット体を袋形状に維持しやすくできる。したがって、カプセ
ル型医療装置回収装置を便器に設置する際に、筒状ネット体は、この維持された袋形状と
形成された耳部材とによって、便座の開口部全体をネットでカバーすることができ、着座
された被検者の臀部の位置に関わらず、排出されるカプセル型内視鏡を容易、かつ確実に
回収することができる。
【００４５】
　また、この実施の形態にかかるカプセル型医療装置回収キットは、袋形状に形成された
筒状ネット体を有するカプセル型医療装置回収装置を便器に設置して、排泄物とともに排
出されたカプセル型医療装置を、前記筒状ネット体で収容するので、被検体から外部に排
出されたカプセル型医療装置を容易に回収することができ、かつ回収作業用の手袋および
マスクなどを使用して、前記筒状ネット体を、筒形状のスリーブ部材内に挿入し、被検者
がスリーブ部材の外部から手で、スリーブ部材を介して筒状ネット体を揉むようにほぐし
て、排泄物を取り除いてカプセル型医療装置のみを取り残すことが可能となり、これによ
ってカプセル型医療装置の確認および取り出しを容易に行うことができる。
【００４６】
　また、この実施の形態にかかるカプセル型医療装置回収キットは、カプセル型医療装置
が取り残されたカプセル型医療装置回収装置や回収作業に使用された回収キットの構成部
材（手袋やマスクなど）を回収用袋に密閉して収容することができるので、悪臭などを容
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易に防ぐことができる。
【００４７】
　なお、本発明にかかるカプセル型医療装置回収装置は、上述した着座式の洋式用トイレ
に用いる場合だけに限らず、和式用トイレにも用いることができる。この場合には、筒状
ネット体を和式用トイレの便器に設置後、筒状ネット体の耳部材を被検者の両足でそれぞ
れ踏むことで、カプセル型医療装置回収装置を固定することができ、これによってカプセ
ル型医療装置の回収が容易になる。
【図面の簡単な説明】
【００４８】
【図１】本発明にかかるカプセル型医療装置回収キットを備えた無線型被検体内情報取得
システムの全体構成を示す模式図である。
【図２】図１に示したカプセル型医療装置回収キットの構成部分のうちのカプセル型医療
装置回収装置の筒状ネット体を示す斜視図である。
【図３】同じく、筒状ネット体の変形状態を示す斜視図である。
【図４】同じく、カプセル型医療装置回収装置の構成を示す斜視図である。
【図５】同じく、スリーブ部材を示す斜視図である。
【図６】同じく、手袋を示す斜視図である。
【図７】同じく、マスクを示す斜視図である。
【図８】同じく、回収用袋を示す斜視図である。
【図９】同じく、説明書を示す斜視図である。
【図１０】同じく、収容袋を示す斜視図である。
【図１１】同じく、カプセル型内視鏡を収容袋に収容する状態を示す斜視図である。
【図１２】同じく、キット袋を示す斜視図である。
【図１３】図１に示したカプセル型内視鏡の回収作業の手順を説明するための便器の斜視
図である。
【図１４】同じく、カプセル型内視鏡の回収作業の手順を説明するための便器とカプセル
型医療装置回収装置の斜視図である。
【図１５】同じく、便器とカプセル型医療装置回収装置の斜視図である。
【図１６】同じく、便器とカプセル型医療装置回収装置の斜視図である。
【図１７】同じく、便器とカプセル型医療装置回収装置と手袋の斜視図である。
【図１８】同じく、便器とカプセル型医療装置回収装置とスリーブ部材と手袋の斜視図で
ある。
【図１９】同じく、便器とカプセル型医療装置回収装置とスリーブ部材と手袋の斜視図で
ある。
【図２０】同じく、カプセル型医療装置回収装置と手袋の斜視図である。
【図２１】同じく、カプセル型医療装置回収装置とスリーブ部材と手袋と回収用袋の斜視
図である。
【図２２】同じく、回収用袋とキット袋の斜視図である。
【符号の説明】
【００４９】
　１　被検体
　２　受信装置
　２ａ　受信ジャケット
　２ｂ　外部装置
　３　カプセル型内視鏡
　４　表示装置
　５　携帯型記録媒体
　６　カプセル型医療装置回収キット
　７　便器
　６１　カプセル型医療装置回収装置
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　６１ａ　筒状ネット体
　６１ａ１　耳部材
　６１ｂ　平面部
　６１ｃ　折り返し部
　６１ｄ　スリット
　６１ｅ　インシュロック
　６１ｆ　取っ手部材
　６１ｆ１　タグ
　６２　スリーブ部材
　６３　手袋
　６４　マスク
　６５　回収用袋
　６５ａ　底面
　６５ｂ，６７ｂ，６８ａ　チャック
　６６　説明書
　６７　収容袋
　６７ａ　記入欄
　６８　キット袋
　７０　蓋
　７１　便座
　７２　ストッパ

【図１】 【図２】
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摘要(译)

要解决的问题：容易恢复从受检者外面排出的胶囊型医疗器械。解决方
案：该装置配备有圆柱形网体61a，其形成网状物以能够恢复胶囊型内窥
镜3，狭缝61d，61d，绝缘锁61e和手柄构件61f，61f。通过用绝缘锁
61e紧固圆柱形网体61a的另一端并将该圆柱形网体61a的耳部件61a1,
61a1夹在马桶7和马桶之间，将圆柱形网体61a形成为袋状。如图71所
示，通过将圆柱形网状体61a固定在抽水马桶便池7中并在排泄后取出圆
柱形网状体61a，仅回收胶囊型内窥镜3。 Ž
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